
 

 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（１１２５）） 

２．日 時：平成３０年７月１２日  １３時３０分～１４時００分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ｄ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

村上主任安全審査官、田尻安全審査官 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：発電管理室 発電管理室 環境保安グループ 副長 他４名 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電から、本日の提出資料に基づき、中央制御室の居住性に関する説明書及び緊

急時対策所の居住性に関する説明書等について説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から主に以下の点について指摘を行った。 

 

 〇緊急時対策所の居住性に係る被ばく評価について、グランドシャインの評価の中にχ／Ｑ

の記載があるが、どの評価点のχ／Ｑをどのように用いたのか説明すること。 

 

（３）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料： 

・V-1-7-3 中央制御室の居住性に関する説明書 

・中央制御室の居住性に関する説明書に係る補足説明資料 

・V-4-2-1 中央制御室の生体遮蔽装置の放射線の遮蔽及び熱除去についての説明書 

・V-1-9-3-2 緊急時対策所の居住性に関する説明書 

・工事計画に係る補足説明資料 その他発電用原子炉の附属施設のうち 補足-330-1【緊急時

対策所の居住性に関する補足説明資料 緊急時対策所の居住性について】 

・V-4-2-2 緊急時対策所の遮蔽装置の放射線の遮蔽及び熱除去についての計算書 

・V-5-6 計算機プログラム（解析コード）の概要・ＱＡＤ－ＣＧＧＰ２Ｒ 

・V-5-7 計算機プログラム（解析コード）の概要・ＯＲＩＧＥＮ２ 

・V-5-11 計算機プログラム（解析コード）の概要・ＡＮＩＳＮ 

・V-5-12 計算機プログラム（解析コード）の概要・Ｇ３３－ＧＰ２Ｒ 

・V-5-13 計算機ブログラム（解析コード）の概要・ＭＡＡＰ 

 


